
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（一社）愛知県設備設計監理協会主催 

  講 演： 「 災害が起きるとなぜ停電するのか？ 」 
 

講 師： 名古屋大学 減災連携研究センター エネルギー防災寄付研究部門 
       特任准教授  都築 充雄 氏 
 
 

能登半島地震では、電力復旧の遅れが避難者の生活に大きな影響を及ぼした。 
南海トラフ地震では、発災直後には西日本の大部分で最大2千万戸を超える停電が 
発生すると想定されている。これに対処してBCPを実効性のあるものにするためには、 
災害が起きた時に停電するメカニズムを理解して、平時から怠りなく準備しておくことが 
必要である。最近の災害時の停電事例から「なぜ停電するのか？」を解説するとともに 
どうやって停電に備えるかを考える。 

 

お申し込み 
一般社団法人 愛知県設備設計監理協会 事務局 宛    ：FAX 052-322-1033 E-mail：jim@aea.ne.jp 
 （〒   －   ） おところ：                                                        
                会社名：                       メールアドレス（お知らせ等に使用させていただきます。） 
               おなまえ：                          ：                             
お申し込みいただいた個人情報は，市民講座＜暮らしと設備＞セミナー以外の目的では使いません｡ 

＜暮らしと設備＞セミナー 
「環境にやさしい建築設備と豊かな暮らし」について、身近なキーワードから紐解く セミナーを開催いたします｡ 
皆さまの暮らしのどこかでお役に立てれば幸いです｡ 多数のご来場をお待ちしております。 

参加費 
無 料 

午後２時３０分～４時４０分 

令和7年10月23日（木） 

於 栄ガスビル キングルーム 

午後2時 00分より開場 
CPD：単位２（予定） 

午後２時２０分～ 開会挨拶・進行説明 

（休憩・質疑応答含む） 

主催 ： 一般社団法人 愛知県設備設計監理協会 
後援 ：  国土交通省中部地方整備局、 愛知県、名古屋市、独立行政法人都市再生機構中部支社 
学術団体等 後援  ： (公社) 空気調和・衛生工学会中部支部 

(一社) 建築設備技術者協会中部支部、(一社) 電気設備学会中部支部 
(一社)岐阜県設備設計事務所協会、(一社)静岡県設備設計協会 
(一社)三重県設備設計事務所協会 
 
 

場所 ： 栄ガスビル 5階 キングルーム 
       名古屋市中区栄3-15-33 ＴＥＬ 052-732-3211 
       公共交通機関をご利用の上､ご来場ください｡ 
定員 ： 100名(申し込み先着順で定員になり次第締切） 
問合わせ：平日10時～16時 ＴＥＬ：052-322-5077 

 


